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A4版サイズ 年間回数 料金（消費税を除く）
１ページ ６回 18万円／年
１ページ ３回  ９万円／年

1/2ページ ６回  ９万円／年

その他の場合もご相談に応じます。
なお、広告の原稿作成、変更は貴社にてご負担お願いします。
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企業広告を掲載しませんか？

広告掲載広告掲載ののご案内ご案内



染色加工（基礎）

一般社団法人日本繊維機械学会主催（日本染色協会協賛）

テキスタイルカレッジ

　「染色加工（基礎）」講座は、多様なテキスタイル素材に関連する染色加工技術、品質保証などに
ついて実践的な知識を得たいと思っておられる方々を対象に、染色加工技術の基本的な考え方や染
料、助剤および機械・装置の概要、さらに天然繊維と合成繊維に対する染色加工技術全般について

「やさしく、わかりやすく解説する」ことに重きを置いた基礎講座です。
　講義内容は、染色加工に従事されている方々のみならず、アパレル製品の品質問題で日々悩んで
おられる方々、アパレル製品の企画、設計、販売に携わっておられる方々、クリーニング関係の方々
にとって「染色加工を考えるにあたっての拠り所となり得る」ものですので、幅広い分野の方々の
ご参加をお待ちしております。

１日目【９月26日（木）】
１．「染色基礎理論」

２．「染着スペースの形状と環境」

３．「染料の種類と特性」

４．「染色助剤の種類とその作用機構」

２日目【９月27日（金）】
５．「染色関連装置－浸染」

６．「染色関連装置－捺染」

７．「繊維加工概論（仕上加工と機能加工）」

８．「合成繊維の染色加工概論」

９．「天然繊維の染色加工概論」

【日　　時】2024年９月26日（木） 9：30～16：20 ／ 27日（金） 9：00～17：30
【方　　法】ハイブリッド開催会場：大阪科学技術センター（大阪市西区靱本町1-8-4）
　　　　　オンラインツール：Microsoft Teams　※完全オンライン開催に変更する場合あり。

【申　　込】Web（学会HP，以下URL）よりお申込み下さい
　　　　　https://tmsj.or.jp/texitile-college/webentry/
　　　　　申込フォームの連絡事項欄に「日本染色協会会員」と明記頂くと
　　　　　参加費が協賛学協会会員価格となります。

【申込締切】９月12日（木）
【参加費（税別）】会員：25,000円／協賛学協会会員：25,000円／非会員：33,000円
【主　　催】一般社団法人日本繊維機械学会
【協　　賛】日本染色協会，大阪染色協会，関西ファッション連合
【お問合せ】日本繊維機械学会
　　　　 　Tel：06-6443-4691，Fax：06-6443-4694，E-mail：info@tmsj.or.jp
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一般社団法人日本染色協会

　一般社団法人日本染色協会の令和６年度定時
社員総会が、６月18日（火）16時00分より、綿
業会館において開催されました。
　総会は、後藤勝則会長（岐セン（株）社長）の挨
拶に続き、各議案の審議が行われ、いずれの審
議事項も、満場一致で可決され終了しました。

　

定
款
第
17
条
の
規
定
に
よ
り
、

後
藤
会
長
が
議
長
と
な
り
、
開
会

の
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
以
下
の
2

議
案
及
び
報
告
事
項
6
件
を
紹
介

の
上
、
審
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

　
第
1
号
議
案

 　

 

令
和
5
年
度
の
計
算
書
類
等
の

承
認
に
関
す
る
件

　
第
2
号
議
案

 　

 

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
監

事
の
選
任
に
関
す
る
件

報
告
事
項

　
報
告
事
項
1

 　

 

令
和
5
年
度
事
業
報
告
に
関
す

る
件

　
報
告
事
項
2

 　
 

令
和
6
年
度
事
業
計
画
に
関
す

る
件

　
報
告
事
項
3

 　

 

令
和
6
年
度
収
支
予
算
に
関
す

る
件

　
報
告
事
項
４

 　

 

技
能
実
習
制
度
へ
の
対
象
職
種

の
追
加
に
つ
い
て

　
報
告
事
項
5

 　

 

能
登
半
島
地
震
に
係
る
災
害
義

援
金
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て

　
報
告
事
項
6

 　

 

そ
の
他

　

右
記
報
告
事
項
6
件
に
つ
い
て

は
、
本
年
5
月
29
日
開
催
の
本
年

度
第
1
回
理
事
会
で
承
認
可
決
さ

れ
た
旨
を
紹
介
し
た
上
で
、
個
々

の
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

令和６年度令和６年度
定時社員総会開催される定時社員総会開催される
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今年度の新役員今年度の新役員
令和６年度の役員は、以下の方が就任されました

令和６年７月１日現在

会 長 後　藤　勝　則 岐セン株式会社 社　長

副 会 長 佐々木　久　衛 小松マテーレ株式会社 会　長

〃 鷲　　　裕　一 東海染工株式会社 社　長

〃 高　垣　佳　宏 和歌山染工株式会社 社　長

〃 山　内　一　平 倉敷紡績株式会社 執行役員 繊維事業部 
繊維業務部長 兼 技術部長

専務理事 寺　嶋　　　充 事務局（東京事務所）

理 事 松　木　伸太郎 サカイオーベックス株式会社 社　長

〃 朝　倉　剛太郎 日本経編整染工業組合 理事長

〃 松　田　　　徹 ウラセ株式会社 社　長

〃 廣　田　祐　司 日本形染株式会社 社　長

〃 山　本　　　憲 日吉染業株式会社 社　長

〃 尾　崎　友　寿 シキボウ株式会社 上席執行役員 繊維部門長

〃 大　島　直　久 事務局（大阪事務所）

監 事 中　村　信　治 カンボウプラス株式会社 社　長

〃 丸　山　武　宏 朝日加工株式会社 社　長

＊は新任

＊

＊

＊

＊

＊
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令和６年度日本染色協会事業計画
令和６年度の事業計画の具体的内容は、次のとおりです。

事業の実施にあたり、皆様方のご支援ご協力をお願い申し上げます。

1．国の施策の活用に関する事業

（1）－1  法令及び予算等繊維政策に関する意見
具申及び社員への周知並びに各種調査
等への協力

（1）－2  環境・安全問題及びEPA等通商問題に
関する政府の施策・立案への協力

（2） 政府等に対する税制改正要望及び活用
（3）－1 中小企業施策・支援策等の活用
（3）－2  中小企業信用保険法に基づく支援事業

の活用

5．不動産の管理運営に関する事業

（1） 不動産（土地）の管理運営、フォローアップ

7．関連業界との協調・連携関係事業

（1）－1  日本繊維産業連盟（＊）及びSCM推進協
議会等への参画

  （＊）常任委員会、幹事会、繊維製品の
環境安全問題検討会、繊維通商問題委
員会、取引改革委員会、等

（1）－2  ニッセンケン品質評価センター、繊維
評価技術協議会、日本綿業振興会、中
央職業能力開発協会、繊維産業会議等
との協調・連携

（2）－1  日本繊維産業連盟繊維通商問題委員会
等を通じたEPA推進への協力及びその
活用

（2）－2  EPA産業協力への参画及び日中韓繊維
産業協力会議等主要国繊維団体との協力

3．労務に関する事業

（1）  賃金、一時金等労働条件全般にかかる
情報提供

（2）－1  都道府県及び中央職業能力開発協会に
よる技能検定制度の実施協力

（2）－2 染色技能検定制度の普及

2．取引改善等に関する事業

（1）－1 分野別加工状況等報告の取り纏め
（1）－2  各社加工料金改訂交渉の支援、取引条

件等重点改善項目の検討、対応
（1）－3  繊維産業流通構造改革推進協議会（SCM

推進協議会）等策定の取引ガイドライ
ン、自主行動計画、技能実習適正取組
み等の推進及び普及

（2） SCM推進協議会の情報化事業への協力

6．調査研究及び資料収集・提供に関する事業

（1）  一般社団法人としての適切な運営・管
理及び体制の整備

（2） 繊維統計データ収集・分析及び提供
（3）－1 「染協ニュース」の発刊
（3）－2 協会ホームページの運営
（3）－3 社員への各種情報の的確な提供

4．技術及び環境保全に関する事業

（1）  カーボンニュートラル行動計画フォ
ローアップ（2023年度実績取り纏め及
び公表等）

（2）－1  揮発性有機化合物（VOC）排出量抑制
自主行動計画フォローアップ（同上）

（2）－2  国内外の化学物質規制の動向調査（POPS、
REACH、TSCA、GB、KC、化審法、化管法）

（3）  繊維産業における環境・安全問題検討
会への参加

（4）－1 関係学会、業界との協調
 ・日中韓繊維産業協力会議への参加
 ・繊維学会・繊維機械学会との協力

（4）－2　人材育成への取組
 ・ 繊維機械学会教育講座「テキスタイル

カレッジ：染色加工」の受講者支援
 ・染色加工体験のワークショップ支援
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一
般
社
団
法
人
日
本
染
色
協
会（
後
藤
勝
則　

会
長
）は
、
年
に
3
回
、
時
流
に
即
し
た
タ
イ

ム
リ
ー
な
技
術
環
境
講
演
会
を
開
催
し
て
い

る
。
令
和
5
年
度　
第
3
回
技
術
環
境
講
演
会

を
、
3
月
26
日
、
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
プ
ラ
ザ
大

阪
御
堂
筋
と
W
e
b
セ
ミ
ナ
ー
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
開
催
し
た
。
こ
こ
で
は
2
つ
の
演
題
の
中

か
ら
、
2
0
2
3
年
12
月
に
社
名
を
変
更
し
た

SA
N

D
O

 TEC
H

㈱
営
業
部　
猪
沢
大
悟
氏
の

「
新
生SA

N
D

O

 TEC
H

㈱
の
染
色
整
理
機
械
」

に
つ
い
て
、
講
演
資
料
を
も
と
に
概
要
を
紹
介

す
る
。

　

SA
N

D
O

 TEC
H

㈱〔
和
歌
山
市
宇
須
４
-４

-５
、
河
井
恒
治　
社
長（
記
事
掲
載
当
時
。
現 

山
東
正
和　
社
長
）〕は
、
1
9
2
0
（
大
正
9
）

年
12
月
、
和
歌
山
市
で
製
材
木
工
機
械
製
造
を

事
業
目
的
に
山
東
鐵
工
所
を
創
立
。
1

 

9

 
4
 8 

（
昭
和
23
）年
4
月
、
新
た
に
織
物
染
色
整
理
仕

上
機
械
の
製
造
を
開
始
し
、
昨
年
1
0
3
周
年

を
迎
え
た
。

　
1
9
7
2
（
昭
和
47
）年
3
月
、「PERBLE 

RA
N

G
E

」糊
抜
・
精
練
・
漂
白
機
で
和
歌
山
で

初
め
て
大
河
内
記
念
技
術
賞
を
、1
9
7
3
（
昭

和
48
）年
5
月
、
高
能
率
水
洗
機
で
全
国
発
明

協
会
会
長
賞
を
、
1
9
8
2
（
昭
和
57
）年
1

月
全
国
発
明
協
会
よ
り
発
明
功
労
賞
を
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
す
る
な
ど
業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
。

　
2
0
2
3
（
令
和
5
）年
12
月
、
同
社
の
展

開
が
産
業
資
材
・
フ
ィ
ル
ム
・
環
境
対
応
な
ど

幅
広
い
分
野
に
拡
大
し
て
き
た
こ
と
を
背
景
に
、

ロ
ー
マ
字
表
記
の
現
社
名
に
変
更
し
た
。
ま
た
、

工
場
内
に
試
験
棟
を
整
備
し
、
各
種
試
験
機
の

テ
ス
ト
や
見
学
を
受
け
付
け
て
い
る
。

「S
A
N
JE
T

」ガ
ス
毛
焼
機

　
1
9
6
2
年
に
発
売
を
開
始
し
、
綿
1
0
0
％
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
／
綿
混
、
ス
パ
ン
合
繊
、
ウ
ー

ル
な
ど
多
種
の
素
材
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

再
現
性
や
速
度
に
応
じ
た
自
動
調
整
機
能
を
取

り
入
れ
る
な
ど
改
良
を
重
ね
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
2
本
バ
ー
ナ
ー
方
式
、
4
本
バ
ー
ナ
ー
方

式
、
織
物
用
、
ニ
ッ
ト
用
、
織
物
・
ニ
ッ
ト
兼

用
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
多
彩
に
対
応
し
て
い
る
。

〈
特
徴
〉

  
①  
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
完
全
燃
焼
と
炎
の
均
等

性
に
よ
り
有
効
幅
に
わ
た
り
ム
ラ
の
な
い

均
一
な
毛
焼
を
実
現
。

  

②  

加
工
条
件
に
応
じ
て
4
0
0
℃
の
低
燃
焼

～
1
︐1
0
0
℃
の
高
燃
焼
ま
で
自
由
に

制
御
可
能
。

  

③  

ガ
ス
源
を
選
ば
ず
、
完
全
燃
焼
の
た
め
燃

費
効
率
が
良
い
。

  

④  

燃
焼
角
度
は
生
地
や
用
途
に
応
じ
て
、
通

常（
一
般
的
な
標
準
位
置
）、
強
力（
厚
生

地
や
毛
焼
を
強
く
行
い
た
い
場
合
）、
接

線（
薄
生
地
や
毛
焼
を
弱
く
行
い
た
い
場

合
）の
3
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
調
節
可
能
。

  

⑤  

水
冷
ロ
ー
ラ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
→
生
地

温
度
を
上
昇
さ
せ
な
い
、
生
地
面
が
バ
タ

つ
か
ず
波
打
ち
し
な
い
、
炎
が
吹
き
抜
け

な
い
、
生
地
が
丸
み
を
帯
び
毛
羽
を
立
た

社名を変更しオンリーワンの加工機開発に挑む社名を変更しオンリーワンの加工機開発に挑む
―染色整理全工程のRoll to Roll機械で世界を席巻――染色整理全工程のRoll to Roll機械で世界を席巻―

SANDO TECH 株式会社

〔第１図〕「SANJET」ガス毛焼機〔第２図〕毛焼前後の生地比較
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せ
て
毛
焼
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
可
能
。

  
⑥  
ガ
ス
使
用
量
は
、
ガ
ス
量
と
エ
ア
量
の
バ
ラ
ン
ス

調
整
を
自
動
化
し
た
こ
と
で
従
来
比
約
7
％
削
減
。

「P
E
R
B
LE

 R
A
N
G
E

」

糊
抜
・
精
練
・
漂
白
機

　

薄
地
か
ら
厚
地
ま
で
、
加
工
布
の
種
類
を
問
わ
ず
、

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
糊
抜
・
精
練
・
漂
白
処
理
が
可
能
で

あ
る
。

⑴ 

糊
抜
法

　

 　

一
般
的
な
糊
抜
工
程
は
、
湯
洗
→
薬
品
浸
漬
→
反

応
→
湯
洗
で
あ
る
。
湯
洗
は
糊
抜
き
に
先
立
ち
行
い
、

毛
焼
後
の
燃
え
カ
ス
除
去
と
各
種
使
用
糊
剤
の
膨
潤

（
P
V
A
の
除
去
）が
目
的
で
、
通
常
80
～
90
℃
の
温

度
で
行
う
。

　

 　

薬
品
浸
漬
は
サ
チ
ュ
レ
ー
タ
ー
槽
で
薬
液
を
生
地

に
浸
漬
さ
せ
、反
応
塔
で
糊
剤
を
分
解
さ
せ
除
去
す
る
。

　

 　

糊
抜
工
程
の
不
良
は
染
色
工
程
ま
で
発
見
さ
れ
な

い
こ
と
が
多
く
、染
め
上
げ
て
か
ら
問
題
と
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

⑵ 

精
練
法

　

 　

綿
織
物
の
場
合
、
綿
に
含
ま
れ
る
ペ
ク
チ
ン
質
や

綿
ロ
ウ
、
脂
肪
の
除
去
に
強
ア
ル
カ
リ
剤
で
あ
る
苛

性
ソ
ー
ダ
が
最
も
安
価
で
有
効
で
あ
る
。

　

 　

苛
性
ソ
ー
ダ
に
は
浸
透
作
用
や
乳
化
作
用
が
な
い

た
め
、界
面
活
性
剤
の
使
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
／
綿
の
混
紡
織
物
の
場
合
、
酸
化
糊

抜
剤
に
苛
性
ソ
ー
ダ
を
併
用
す
る
一
浴
糊
抜
精
練
を

行
う
こ
と
が
多
い
。

⑶ 

漂
白
法

　
① 

亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
漂
白

　

 　

亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
は
、
綿
繊
維
中
の
カ
ス
・
ネ
ッ

プ
除
去
効
果
を
有
す
る
と
と
も
に
、
綿
繊
維
の
脆
化

作
用
が
少
な
く
極
め
て
有
効
な
漂
白
剤
で
あ
る
。
た

だ
し
、
有
害
な
二
酸
化
塩
素
ガ
ス
を
発
生
す
る
た
め
、

金
属
腐
食
性
・
脱
塩
問
題
等
、
設
備
面
を
含
め
て
十

分
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
⃝
繊
維
損
傷
の
点
で
は
一
番
少
な
い
漂
白
剤
。

　
　
⃝ 

金
属
腐
食
が
あ
る
た
め
チ
タ
ニ
ウ
ム
製
の
設
備

が
必
要
。

　
　
⃝
浸
透
性
も
良
く
、
漂
白
ム
ラ
が
少
な
い
。

　
　
⃝
脱
塩
素
処
理
が
必
要
。

　
② 

過
酸
化
水
素
漂
白

　

 　

最
も
一
般
的
な
漂
白
方
法
で
、
環
境
に
も
や
さ
し

い（
分
解
し
て
水
と
酸
素
に
な
る
）。
ま
た
、
白
度
は

高
い
が
、
繊
維
自
体
を
脆
化
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
　
⃝ 

設
備
的
に
も
特
殊
金
属
を
使
用
す
る
必
要
が
な

く
安
価
。

　
　
⃝
有
毒
ガ
ス
の
心
配
が
な
い
。

　
　
⃝ 

ア
ル
カ
リ
性
で
反
応
が
進
む
た
め
、
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
の
損
傷
に
注
意
。

　
　
⃝ 

金
属
等
が
付
着
す
る
と
部
分
的
な
酸
化
反
応
が

進
み
、
生
地
に
穴（
ピ
ン
ホ
ー
ル
）が
あ
く
懸
念

が
あ
る
。

〈
特
徴
〉

  

蒸
気
式
滞
留
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　
①  

気
相
処
理（
ス
チ
ー
ミ
ン
グ
）と
液
相
処
理（
ボ
イ

リ
ン
グ
）の
併
用
で
、
温
度
と
薬
品
濃
度
が
安
定
。

　
②  

気
相
処
理（
ス
チ
ー
ミ
ン
グ
）と
液
相
処
理（
ボ
イ

リ
ン
グ
）の
併
用
効
果
で
生
地
が
乾
く
こ
と
な
く

安
定
し
た
加
工
が
可
能
。

　
③  

液
相
処
理（
ボ
イ
リ
ン
グ
）に
よ
り
十
分
な
膨
潤
が

可
能
。

　
④
低
速
搬
送
か
ら
高
速
搬
送
ま
で
幅
広
く
対
応
。

〔第３図〕「PERBLE RANGE」糊抜・精練・漂白機
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「H
I-S
ILK
Y

」マ
ー
セ
ラ
イ
ズ
機

（
シ
ル
ケ
ッ
ト
機
）

　

マ
ー
セ
ラ
イ
ズ
加
工
を
す
る
と
、
ア
ル
カ
リ
中
で
緊

張
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
偏
平
リ
ボ
ン
状
で
天
然

撚
り
の
あ
っ
た
綿
が
変
化
し
光
沢
が
出
る（
第
5
図
）。

〈
特
徴
〉

  

①  

絹
の
よ
う
な
光
沢
を
布
面
に
発
現
さ
せ
る
と
と
も

に
染
色
効
果
を
高
め
る
。

  

②  

前
工
程（
毛
焼
・
糊
抜
・
精
練
・
漂
白
）に
お
け
る

し
わ
を
除
去
す
る
。

  

③ 

強
度
を
向
上
さ
せ
る
。

  

④ 

形
態
安
定
性
を
向
上
さ
せ
る
。

  

⑤  

テ
ン
シ
ョ
ン
シ
リ
ン
ダ
ー
で
タ
テ
方
向
に
、
さ
ら

に
ク
リ
ッ
プ
式
テ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ッ
プ
で
が
っ
ち

り
生
地
を
把
持
し
苛
性
ソ
ー
ダ
に
よ
る
収
縮
を
防

ぎ
な
が
ら
ヨ
コ
方
向
に
テ
ン
シ
ョ
ン
を
か
け
る
こ

と
に
よ
り
寸
法
安
定
性（
防
縮
性
、
織
物
幅
）を
向

上
さ
せ
る
。

縦
型
／
横
型
パ
ッ
ド
ス
チ
ー
マ
ー

　

天
然
繊
維
の
染
料
固
着
お
よ
び
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
還

元
工
程
で
使
わ
れ
る
。
飽
和
蒸
気
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と

で
、
き
れ
い
な
染
め
上
が
り
を
実
現
で
き
る
。

〈
特
徴
〉

  

①  

ト
ル
ク
モ
ー
タ
ー
を
廃
止
し
、ギ
ヤ
ー
ド
モ
ー
タ
ー

を
採
用
し
て
い
る
の
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
が
向
上
。

よ
り
細
か
い
テ
ン
シ
ョ
ン
制
御
が
可
能
。

  

②  

ロ
ー
ド
セ
ル
を
増
や
し
、
ス
チ
ー
マ
ー
前
半
で
さ

ら
な
る
テ
ン
シ
ョ
ン
制
御
を
可
能
。

  

③  

天
井
部
に
特
殊
な
三
角
屋
根
方
式
を
採
用
し
、
生

地
へ
の
ド
レ
ン
落
下
を
防
止
。

  

④  

ヒ
ー
タ
ー
追
設
が
不
要
で
、
完
全
飽
和
蒸
気
の
状

態
を
保
持
。

  

⑤  

ヒ
ー
タ
ー
パ
イ
プ
に
カ
バ
ー
を
付
し
、
直
接
蒸
気

が
生
地
に
当
た
ら
な
い
構
造
。

  

⑥ 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
が
高
い
。

  

⑦  

横
型
パ
ッ
ド
ス
チ
ー
マ
ー
で
は
、
縦
型
に
比
べ
て

省
ス
ペ
ー
ス
化
を
実
現
。

  

⑧  

最
適
な
湿
度
・
温
度
条
件
下
を
保
つ
こ
と
で
、
染

色
の
均
一
性
・
再
現
性
向
上
の
み
な
ら
ず
、
蒸
気

節
約
等
の
省
エ
ネ
化
に
も
貢
献
。

  

⑨  

入
口
部
に
ド
レ
ン
受
と
間
接
ヒ
ー
タ
ー
を
取
り
付

け
、
搬
送
中
の
生
地
に
ド
レ
ン
が
落
ち
な
い
よ
う

受
け
止
め
、
受
け
に
溜
ま
っ
た
ド
レ
ン
を
蒸
発
さ

せ
る
。

〔第４図〕「HI-SILKY」マーセライズ機

〔第６図〕縦型パッドスチーマー

〔第５図〕
マーセライズ前後の綿の断面

マーセライズ前

マーセライズ後
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各
種
洗
浄
機

　
V
-4
型
／
V
-6
型
洗
浄
機
、EC

O
-H

EA
T

（
エ

コ
ヒ
ー
ト
）洗
浄
機
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
洗
浄
機
な
ど
幅
広

く
展
開
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
組
み
合
わ
せ
も
提
案
し

て
い
る
。

⑴ ECO
-HEAT

洗
浄
機

　

EC
O

-H
EA

T

洗
浄
機
は
、
生
地
内
部
の
水
の
置
換

効
果
に
非
常
に
優
れ
て
い
る
。
洗
浄
効
果
が
高
い
の
は

も
ち
ろ
ん
節
水
効
果
も
あ
る
高
効
率
型
水
洗
機
で
あ
る
。

ま
た
省
エ
ネ
に
対
し
て
も
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

優
れ
て
い
る
。

〈
特
徴
〉

  

①  

槽
内
の
高
温
水
を
約
3
0
0
L
／
分
で
循
環
さ
せ
、

3
本
の
特
殊
ス
リ
ッ
ト
シ
ャ
ワ
ー
パ
イ
プ
で
生
地

に
高
温
水
を
吹
き
掛
け
洗
浄
を
促
進
す
る
。
ま
た
、

合
計
20
本
の
水
切
り
バ
ー
が
布
の
表
裏
両
面
に
接

触
し
表
面
の
汚
水
を
削
り
落
と
す
と
と
も
に
、
し

わ
も
防
止
。

  

②  

洗
浄
水
を
槽
内
で
再
利
用
し
て
節
水
す
る
。
ま
た
、

水
置
換
や
熱
効
果
な
ど
洗
浄
条
件
を
最
適
化
す
る

こ
と
で
、
使
用
水
量
の
1
／
3
削
減
を
実
現
。

  

③  

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
外
せ
る
水
切
り
バ
ー
お
よ
び
必

要
最
低
限
の
ロ
ー
ル
数
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
。

  

④  

生
地
は
タ
テ
方
向
に
洗
浄
さ
れ
る
た
め
生
地
に

沿
っ
て
毛
羽
が
表
面
か
ら
流
れ
て
除
去
。

  

⑤  

特
殊
ス
リ
ッ
ト
シ
ャ
ワ
ー
パ
イ
プ
、
水
切
り
バ
ー

に
合
わ
せ
て
、
上
部
ガ
イ
ド
ロ
ー
ル
の
上
に
カ
ス

ケ
ー
ド
シ
ャ
ワ
ー
装
置
を
設
置
し
、
上
部
か
ら
生

地
に
高
温
水
を
滝
の
よ
う
に
強
力
に
掛
け
流
す
こ

と
で
、
さ
ら
に
洗
浄
効
果
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
カ
ス

ケ
ー
ド
式EC

O
-H

EA
T

洗
浄
機
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。

⑵ 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
洗
浄
機

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
洗
浄
機
は
、
独
特
の
構
造
を
持
つ
3

層
構
造（
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ケ
ー
シ
ン
グ
、
ラ
ン
ナ
ー
）の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
振
動
効
果
、
水

の
吐
出
噴
射
・
吸
引
を
行
う
こ
と
で
効
率
よ
く
生
地
内

部
ま
で
洗
浄
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
適
し
た
用
途
と

し
て
は
、
厚
生
地
、
テ
ン
シ
ョ
ン
を
掛
け
ら
れ
な
い
生
地
、

低
速
搬
送
が
必
須
な
生
地
へ
の
洗
浄
で
あ
る
。

〈
特
徴
〉

  

①  

波
動
・
振
動
、
吸
引
・
吐
出
の
複
合
作
用
で
洗
浄

水
が
ワ
ー
ク
深
部
ま
で
到
達
し
高
い
洗
浄
効
果
を

実
現
。

〔第７図〕ECO-HEAT洗浄機

〔第８図〕カスケード式ECO-HEAT洗浄機

〔第１表〕ECO-HEAT洗浄機の槽内各部数量 
（標準１槽あたり）

タッチバー
　　：しわを防止 １本

耳折れ防止バー １本
スリットノズル
　　：高温シャワー吹き掛け ３本

水切りバー
　　：しわ防止&水切り 20本

槽内ガイドロール 11本
（上部５本、下部６本）

駆動ロール ２本（上部）
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②  

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
強
烈
な
振
動
は
、
効
率
的
に
脱
気

を
促
し
含
浸
装
置
と
し
て
も
優
れ
る
。

  

③  

3
層
構
造
に
よ
り
振
動
源
と
搬
送
体
を
分
け
、
よ

り
大
き
な
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
発
生
さ
せ
る
。

  

④  

洗
浄
槽
が
小
型
な
た
め
、
必
要
最
低
限
の
水
を
溜

め
優
れ
た
洗
浄
効
果
で
水
消
費
量
を
抑
制
。
さ
ら

に
省
ス
ペ
ー
ス
化
を
実
現
。

〈
繊
維
・
産
業
資
材
の
用
途
例
〉

　
⃝ 

薬
剤
洗
浄
や
プ
リ
ン
ト
後
の
糊
落
と
し
工
程

　
⃝
付
着
油
脂
、
薬
剤
の
洗
浄
工
程

　
⃝ 

不
織
布
、
人
工
皮
革
の
含
浸
加
工
や
洗
浄
工
程

　
⃝
合
繊
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
糸
等
の
洗
浄
工
程

　
⃝ 

ガ
ラ
ス
繊
維
、
炭
素
繊
維
の
洗
浄
や
開
繊
工
程

　
⃝ 

各
種
機
材
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
等
異
物
の
除
去

　
　
な
ど

ド
ラ
ム
式
フ
ィ
ル
タ
ー
装
置

　

ド
ラ
ム
式
フ
ィ
ル
タ
ー
装
置
は
、
回
転
す
る
ド
ラ
ム

式
フ
ィ
ル
タ
ー
で
、
汚
水
を
ろ
過
す
る
と
同
時
に
、
フ
ィ

ル
タ
ー
を
ブ
ラ
シ
ロ
ー
ル
で
自
動
清
掃
。
糊
抜
精
練
加

工
や
染
色
加
工
工
程
な
ど
に
お
い
て
、
ろ
過
さ
れ
た
水

を
繰
り
返
し
使
用
す
る
こ
と
で
水
使
用
量
を
抑
え
、
か

つ
フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
頻
度
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
既
設
フ
ィ
ル
タ
ー
装
置
の
入
替
、
フ
ィ
ル
タ
ー
装

置
を
追
加
、
両
方
と
も
対
応
可
能
。

〔第９図〕ハイブリッド洗浄機

〔第10図〕ドラム式フィルター装置

注 本稿は、株式会社ファイバー・ジャパン発
行の「加工技術」第59巻（2024年）第４号

（通巻第691号）に掲載されたものを、組
版を変更し再掲載させていただきました。

お問い合わせ先
SANDO TECH 株式会社（SANDO TECH, Inc.）
営業部（Sales Department）
猪沢 大悟（Izawa Daigo）
〒641-0043
　和歌山県和歌山市宇須４丁目４番５号
　TEL：073-423-9311　FAX：073-422-0310

標準仕様（カスタマイズ可能）
・循環流量：300L ／分
・装置サイズ・W1,350×L1,030×H1,400mm
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ID
FL

（International D
ow

n and Feather T
esting 

Laboratory

）は
、
羽
毛
を
使
用
し
た
製
品
お
よ
び
繊
維
製
品

の
テ
ス
ト
に
関
す
る
世
界
的
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。

1
9
7
8
年
に
米
国
の
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
で
設
立
さ
れ
、
世
界

最
大
の
羽
毛
テ
キ
ス
タ
イ
ル
試
験
所
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
を
は
じ

め
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
全
世
界
に
複
数
の
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
監
査
基
準
と
認
証
を
提
供
し
て
お
り
、
迅
速

で
費
用
対
効
果
の
高
い
理
想
的
な
認
証
機
関
で
す
。

　
我
々ID

FL

の
行
動
指
針
と
し
て
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
拠
点
で

8
つ
の
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

ＩＤＦＬ新事務所設立により
日本での認証事業を本格稼働

IDFL Laboratory and Institute
事業開発マネージャー　元吉 明彦
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ID
FL

監
査
の
コ
ン
セ
プ
ト

１
．�
環
境
へ
の
影
響
の
軽
減
：
環
境
へ
の
影
響
を
抑
え

る
た
め
に
は
、
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を

評
価
し
て
、
監
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
環
境

基
準
に
準
拠
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
製
品
と

プ
ロ
セ
ス
を
促
進
し
ま
す
。

２
．�

社
会
的
責
任
の
確
保
：
倫
理
や
労
働
条
件
を
守
る

た
め
に
労
働
者
の
権
利
や
福
祉
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
社
会
的
基
準
を
満
た
す
こ
と
で
社

会
的
に
責
任
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
し
ま
す
。

３
．�

透
明
性
の
向
上
：
監
査
に
よ
っ
て
企
業
や
製
品
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
消
費
者
は
製
品
の

製
造
工
程
の
情
報
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、
監
査

に
よ
っ
て
透
明
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

４
．�

市
場
競
争
力
の
強
化
：
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組

み
は
、
市
場
で
の
競
争
力
を
高
め
る
要
因
と
な
り

ま
す
。
監
査
や
認
証
を
通
じ
て
消
費
者
や
投
資
家

と
の
信
頼
構
築
に
つ
な
が
り
ま
す
。

５
．�

未
来
へ
の
リ
ス
ク
回
避
：
環
境
や
社
会
の
問
題
に

対
処
し
な
が
ら
持
続
可
能
性
に
関
す
る
基
準
を
満

た
す
こ
と
で
、将
来
的
な
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
ま
す
。

６
．�

業
界
の
改
善
：
監
査
や
認
証
を
通
じ
て
、
業
界
全

体
の
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
ま

す
。
良
好
な
実
践
が
広
が
る
こ
と
で
業
界
全
体
の

改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ID
FL Japan

の
サ
ー
ビ
ス

1 Scope Certificate

の
発
行

　

日
本
で
は
2
0
2
2
年
よ
り
本
格
的
に
事
業
を
進
め

て
お
り
、
2
0
2
4
年
に
は
大
阪
に
事
務
所
を
開
設
。

第
三
者
認
証
機
関
と
し
て
次
の
各
種
認
証
を
監
査
認
証

し
て
い
ま
す
。

⃝

 T
extile Exchange （

T
E
）‥
繊
維
に
関
す
る
製
品

や
原
材
料
の
内
容
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
と
い
う
規

格
に
基
づ
く
認
証 

- 

G
R
S（G

lobal 

 
Recycled Standard

）、
R

 
C
 S 

（Recycled C
laim

ed Standard

）、

O
C
S（Organic Content Standard

）、

R
D
S（R

esponsible D
ow

n 

 
Standard

）、R
A
S（Responsible 

 
A

lpaca Standard

）な
ど

⃝

 Global O
rganic Textile Standard

（
G
O
T
S
）
‥
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
繊

維
で
作
ら
れ
た
製
品
の
た
め
の
テ
キ

ス
タ
イ
ル
製
造
・
加
工
の
国
際
基
準

⃝

 JBA

 1）Traceability Audit System

（
J 

- 

T
A
S
）
‥
羽
毛
の
産
地
表

示
の
信
頼
性
向
上
を
目
指
し
、（
一

社
）日
本
寝
具
寝
装
品
協
会
が
開
発

し
た
羽
毛
製
品
の
品
質
と
安
全
性
に

関
す
る
認
証

2 Transaction Certificate

の
発
行

　

各
種
認
証
を
取
得
し
た
事
業
者

は
、
認
証
範
囲
で
の
製
品
の
取
引
ご
と
に
取
引
証
明
書

（Transaction C
ertificate

）の
発
行
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
T
C
と
は
、
販
売
さ
れ
る
製
品
の
追

跡
と
検
証
を
目
的
と
し
た
文
章
で
、
企
業（
組
織
）か
ら

企
業（
組
織
）へ
の
認
証
品
目
の
出
荷
の
記
録
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。ID

FL Japan

で
は
、
取
引
発
行
証
明

に
必
要
な
前
工
程
で
の
取
引
証
明
書
、
出
荷
書
、
マ
ス

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
イ
ン
ボ
イ
ス
な
ど
を
確
認
し
て
認

証
マ
ー
ク
を
発
行
し
て
い
ま
す
。



T O P I C S

-　12　-

3  

監
査
申
請
手
順

　
ID

FL

で
は
、
複
雑
に
な
り
が
ち
な
申
請

手
続
き
を
6
ス
テ
ッ
プ
で
完
結
で
き
る
よ

う
に
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
ま
す
。

ID
FL JA

PA
N

の
こ
れ
か
ら

　

国
内
で
も
G
R
S
や
G
O
T
S
な
ど
認
証
に
対
す
る

関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
韓
国
や
台
湾
な
ど

近
隣
諸
外
国
に
比
べ
る
と
、
そ
の
広
が
り
方
は
限
定
的

で
す
。ID

FL JA
PA

N

で
は
、
企
業
様
が
ス
ム
ー
ズ
に

認
証
取
得
で
き
る
よ
う
に
、
営
業
日
24
時
間
以
内
の
返

信
、
日
本
企
業
の
海
外
拠
点
監
査
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

サ
ー
ビ
ス
提
供
、
認
証
ロ
ゴ
の
申
請
無
料
な
ど
幅
広
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
認
証
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
監
査
認
証
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
必
要

で
あ
れ
ば
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
専
門
知
識
も
提
供
し
て
お

り
、
今
後
は
会
員
様
向
け
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
や
勉
強
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

問合せ先

元吉 明彦
Akihiko Motoyoshi

IDFL Laboratory and Institute

〒541-0054 
大阪市中央区南本町2-1-1 
本町サザンビル202

TEL 06-7777-3622

www.IDFL.com

1） Japan Bedding Goods Association  
一社）日本寝具寝装品協会
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比

2014年 785 638 1,424 99.8 1,267 102.8 412 100.7 476 101.4 1,835 100.0 1,743 102.4 10,262 97.1 

2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 

2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 

2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 

2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 

2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 

2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 

2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 

2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 

2023年 610 548 1,159 99.5 1,117 103.3 389 100.4 443 105.9 1,548 99.7 1,560 104.0 8,754 96.2 

2023年1-3月 150 135 286 99.2 271 105.6 97 106.0 107 112.4 383 100.8 378 107.4 8,899 95.3 

2024年1-3月 147 122 269 94.0 270 99.7 89 91.0 103 96.1 358 93.3 373 98.7 8,767 98.5 

2023年4月 52 46 98 99.9 93 103.4 33 101.9 37 107.1 131 100.4 131 104.4 8,942 95.5 

2024年4月 54 42 96 97.7 96 102.8 31 95.1 36 97.2 127 97.1 132 101.2 8,849 99.0 

2023年1-4月 202 182 384 99.4 364 105.0 130 104.9 144 111.0 514 100.7 509 106.6 - -

2024年1-4月 200 165 365 95.0 366 100.5 120 92.0 139 96.4 485 94.2 505 99.3 - -

（従業者数は3月・4月末）

（注）  2023（令和５）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2024（令和６）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
 2015（平成27）年 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
   加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※�2023（令和５）年経済産業省�生産動態統計年報が公表されましたので、2023（令和５）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2024.6.28）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

　伴侶動物として人気の高い猫や犬。その飼育総数は、１年間で生まれた
子どもの人数を圧倒的に上回ると推計されています。一方で猫アレルギー
と犬アレルギーの患者も年々増え続け、世界人口の10% ～ 20%が猫や犬
にアレルギーを持っていると推定されているそうです。「動物アレルギー
は犬猫との共生を阻む社会課題の大きな原因の一つとなっている」とも言
われており、動物アレルギーを解決することは人と動物との共生社会実現
に向けて非常に重要な課題だと考えられます。

　ニッセンケンは、「ISO 4333」で規定されている「繊維製品上の花粉やダニ由来タン
パク質等の減少度測定試験」について、ネコ由来のタンパク質（Fel d 1）、およびイヌ
由来のタンパク質（Can f 1）に対する試験の受託を、2024年２月より開始しています。

◆試験概要
　由来タンパク質に対する加工を施した試験試料に、由来タンパク質溶液を２時間接触
させます。接触後に液を回収し、「酵素結合免疫吸着測定法（ELISA 法）」にて液中の由
来タンパク質量を測定します。この測定値から由来タンパク質の減少度を算出します。

◆ネコ由来・イヌ由来のタンパク質とは
ネコ由来タンパク質 イヌ由来タンパク質

名　　称 Fel d 1 Can f 1
産生場所 主に皮膚の皮脂腺 主に唾液腺と皮屑中
大 き さ 直径5μm以下（約25％が直径2.5μm以下） 約20％が直径5μm以下
付着場所 床、壁、布団等、更に直径5μm以下の微細な粒子は空中に浮遊し、滞在時間も長い

◆適用範囲　衣類、カーテン、マスク、不織布、家具側地、カーペット、ペット用品等

【新たなSEKマークを創設準備中で注目高まる】
「繊維製品上の花粉やダニ由来タンパク質等の減少度測定試験」が「ISO 4333」として標準化され、繊維評価技術協議
会は2023年４月３日に新たなSEKマークの創設を目指していると発表しました。タンパク質等の低減加工が施され
た製品は今後も注目を集めていくでしょう。

【バイオケミカル試験に関する詳細情報を
ご提供しています】

【バイオケミカル試験に関するお問い合わせ先】

抗ウイルス・抗菌・抗アレル等のバイオケミカ
ル試験に関する各種詳細資料（PDFファイル）は、
こちらからダウンロードできます。
https://nissenken.or.jp/order/download/

▶ニッセンケン事業拠点
https://nissenken.or.jp/outline/locations/

最寄りの各事業拠点にお気軽にお問い合わせください。
お問い合わせフォームからもお受けしています。

バイオケミカルグループ 特設サイト
https://biochemical.nissenken.jp/

▶お問い合わせフォーム
https://nissenken.or.jp/contact/
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お 知 ら せお 知 ら せ

一般社団法人日本染色協会
⃝業務及び財政状況監査 
 ５月15日　於　染色協会 東京事務所
⃝第１回　企画委員会 
 ５月20日　於　Web会議
⃝第１回　理事会 
 ５月29日　於　綿業会館
⃝定時社員総会 
 ６月18日　於　綿業会館
⃝第２回　理事会 
 ６月18日　於　綿業会館
経済産業省
⃝第12回　産業構造審議会繊維産業小委員会 
 ５月31日　於　経済産業省
⃝第13回　産業構造審議会繊維産業小委員会 
 ６月14日　於　経済産業省
日本繊維産業連盟
⃝第150回　通商問題委員会 
 ５月15日　於　Web会議
⃝第63回　環境・安全問題WG 
 ６月27日　於　オンライン
繊維産業流通構造改革推進協議会
⃝通常総会 
 ６月20日　於　TFTビル
全国短繊維織物無地染工業組合
⃝第１回　理事会 
 ５月29日　於　綿業会館
⃝第52回　通常総会 
 ５月29日　於　綿業会館
日本経編整染工業組合
⃝第１回　調査情報委員会 
 ５月23日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
⃝第１回　理事会 
 ５月23日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
⃝第63回　通常総会 
 ５月23日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
ニッセンケン品質評価センター
⃝評議員会 
 ６月20日　 於　東京蔵前
中央職業能力開発協会
⃝中央技能検定委員会 
 ６月 ３日　 於　東京新宿
繊維学会
⃝学会誌編集委員会 
 ５月27日　於　オンライン 
 ６月26日　於　オンライン

　先日、来年成人式に出席する娘の振り袖選びに付き
添った。昔は親から子へ、子から孫へと受け継いでい
たが、日常に着物を着る機会がほとんどなくなった今、
保管するための箪笥もないという家が多いのではない
だろうか。我が家にも着物を大事にしまっておけるよ
うな箪笥もないし、もう一人の娘にも自分の好きな着
物を着させてあげたいという思いもあり、購入ではな
くレンタルすることにした。今時のモダンな柄のもの
から古典的な柄のものまで、艶やかな着物がズラリと
並ぶ。娘が数点選んだ着物の中に、絞りがたくさん入っ
た古典的な柄の着物があった。今まではそれがどうやっ
て染められたのかあまり気に留めたこともなかったが、
あの小さな柄ひとつひとつを紐で縛り、染まらない部
分を作って出来上がったものだと知ってからは、着物
から職人さんの魂みたいなものを感じた。しかしこう
いう繊細な技を受け継いでいく職人さんが年々減少し、
自分たちが知る事なく廃れてしまった技術もあるだろ
うと着物店の方も嘆いておられた。ただ着物離れが進
む一方で最近の若者達の間では洋服の上に着物を合わ
せてオシャレを楽しむ動きも出てきているようだ。中
にパーカーとジーンズを合わせ、その上にジャケット
のように短めの着物を羽織ってみたり、帯を使わずス
カートを重ね合わせてみたり、自由な着こなしで着物
を楽しむ若者が増えているのだそうだ。もちろん正式
な場ではこれまでのしきたりを重んじた着こなしであ
るべきだろうが、日常に着物を取り入れるのならこれ
くらい自由でいいのかもしれない。形式にとらわれ過
ぎず柔軟に取り入れていくことで、完全に廃れてしま
わないようにする事も必要なのかもしれない。
　前回の染協ニュース5-6月号から誌面をカラーに変更
してのお届けとなりますが、いかがでしたでしょうか？
ご執筆賜りました皆様からは大変ご好評をいただく事
ができました。白黒ではなかなかお伝えしきれなかっ
たところまで、より詳しく魅力的にお届けできたので
はないでしょうか。今後もより一層内容充実に努めて
参りたいと存じますので、引き続き皆様のお力添えを
いただけますよう、よろしくお願いいたします。
　皆様のご意見、ご要望、ご感想などお寄せいただけ
れば幸いです。お待ちしております。
（E-mailadress：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
� 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記

令和６年度 夏季の省エネルギーの取組について ～６月から９月は夏の省エネキャンペーン～
詳細については、経済産業省のウェブサイトをご覧ください。
https://www.meti.go.jp/press/2024/06/20240604002/20240604002.html

〇令和６年７月１日付け
（新） （旧）

浦 田　秀 行 大臣官房審議官（製造産業局担当）

橋 本　真 吾 財務省大臣官房付 大臣官房審議官（製造産業局担当）

高 木　重 孝 製造産業局生活製品課長 外務省在中華人民共和国日本国大使館参事官

田 上　博 道 電気・ガス取引監視等委員会事務局総務課長 製造産業局生活製品課長

経済産業省人事異動

主 要 行 事 令和₆年₅月・₆月
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボンオフセット済
●CO₂排出量：1,811g/部

1,811


